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与那国語におきた音韻変化

かりまたしげひさ

1.はじめに

日本最西端の与那国語は、茎接近音(半母音)の勺と暦軟口蓋接近音*wの両

方が破裂音に変化した方言としてよく知られる。また、南琉球時簡にあって、無

声破裂音に喉頭音化した子音と喉頭音化しない子音の音韻的な対立があることで

も知られる。しかし、与那国語は、他の南琉球諸語、あるいは、北琉球諸語にみ

られない、さまざまな音韻変化がおきている。本稿は、与那国語でどのような音

韻変化がおきたのかをつぶさにみることをとおして、与那国語におきた音韻変化

の要因をさぐり、現在の音韻体系がどのようにして形成されたのか、あるいは現

在の音韻体系がどうであるかを考察するためのおぼえがきである。

2.母音変化と子育変化

ある特定の性質を有していたものがことなる性質を有するものへ変わること

を『変化j というなら、音韻変化は、特定の調音=音響=聴覚的な特徴(以下、韻

質)をもったフォネームの韻質の一部、あるいは全部が何らかの要因によって変

化し、それまでとはことなる蹟質をもったフォネ}ムになることである川。

フォネームは、その蹴質のちがいによって母音と子音に大別される。音韻変化

も母音変化と子音変化に大別される。おおくのぱあい、母音は母音に変化し、子

音は子音に変化するのだが、琉球諸語のぱあい、母音が子音に変化することもあ

るし、子音が母音に変化することもある。本稿では母音が変化することを母音変

化といい、子音が変化することを子音変化という。

母音変化には、母音を発するときの口のひらきの広狭の変化によって、広母音

の狭母音化、狭母音の広母音化があり、舌の最高点の位置の前後への変化によっ

て中舌母音の前舌母音化、中舌母音の奥舌母音化がある。おおくは狭母音化、前

舌母音化(あるいは前舌化)のように変化したあとの性質でよばれる。

子膏変化には、子普の鯛音方法の変化によって、破裂音の摩擦音化、接近音の

摩擦音化などがある。子音の鯛音点の変化によって両唇音の唇歯音化、軟口蓋音

の歯茎音化などがある。また、子音を発するときの声門の状態の変化によって、

*1琉球諸語でおきた音蹴変化の要因については，上村幸雄(1989)，かりまた(2009)，

同 (2006)を参照。
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有声子音の無声子音化、無声子音の有声子音化とがある吋。琉球諸語のぱあい、

発声にさいして喉頭音化していない通常の子音が喉頭の緊張をともなって声門が

完全にあるいは部分的に閉鎖されて調音される喉頭音化がみられる。また、喉頭

音化した子音の喉頭の緊張の解除によって喉頭音化されなくなる脱喉頭音化の音

韻変化もみられる。

3.条件的変化と自立的変化

フォネームは、文を構成する単語あるいは単語の文法的な形のなかに存在する。

琉球諸語のおおくの下位方言のフォネームは、子音フォネームと母音フォネーム

がかたく結合して音節を形成し、その音節が 1個、あるいは 2個以上くみあわさ

って単語を形成する。前後のフォネームから相対的に独立しておきる音韻変化と、

音節を形成しながら前後のフォネームとの相互作用のなかでおきる音韻変化とが

ある。前者が f自立的変化 spontaneouschangeJであり、後者が f条件的変化

conditioned changeJである。

条件的変化は、前後するふたつのフォネームの一方から他方への、あるいは相

互の影響のもとに、一方のフォネームの蹴質の一部あるいは全部がもう一方に付

与されて韻質に変化をもたらしたり、あるいはふたつのフォネームが相互に簡質

を交換して変化したりする音韻変化である。条件的変化は、前後に配置されたフ

ォネームの相互作用によって生じていて、その韻質に依存し条件づけられている。

自立的変化は、条件的変化によらずに引きおこされる、前後に配置されたフオ

ネームから相対的に独立した音韻変化である。条件的変化による狭母音化や広母

音化もあれば、自立的変化による狭母音化や広母音化もあるし、条件的変化によ

る摩擦音化や両容音化もあれば、自立的変化による摩擦音化や両唇音化もある。

自立的変化が前後のフォネームから相対的に独立した音韻変化であるとはい

っても、単語を構成する音節構造のなかで個々のフォネームが孤立して存在して

いるわけではない。前後に配置されたフォネームは、相互に密接にむすびついて

いて、当該のフォネームの音韻変化のための、すなわち、自立的変化がおきるた

めの音環境・条件を提供していて、間接的に影響をあたえている。自立的変化と

条件的変化は、性格のことなる音韻変化であるが、特定の音環境をもった単語の

*2音環境によって母音も無声音化するが、ほとんどはアロフォンとしてあらわれる。

無声音化した母音が後統の子音を無声子音化させる重要な音環境として機能するこ

ともあるし、語頭の無声音化した母音の無声性が声門摩擦音 hとして音分割されるこ

ともある。 hの語頭音挿入については、かりまた (2009、p.302)を参照。また、宮古

語大神島方言においては無声音化した母音が無声音化しない母音と音館論的な対立

をしめす。宮古語大神島方言についてはかりまた(I993a)、かりまた(l993b)を参照。

.61・



なかで条件的変化と自立的変化が連続しておこり、一方がもう一方をひきおこす

ための条件や音環境をつくりだしているばあいもある。複合語や派生語をふくむ

単語や単語の文法的な形のなかで生起する自立的変化と条件的変化の連続と複合

をていねいにみていくことによって、音韻変化のおきた順序をしる手がかりを得

ることができるし、現在の状態を理解するのに必要である。

4.音融合、音消失、音分割、音挿入

フォネームが単語のなかで他のフォネームとのsyntagmaticな関係をつくるな

かで音韻変化した結果、単語の内部でのフォネームのふるまい方、あるいはフォ

ネーム同士の関係のし方にも変化が生じる。単語の内部でのフォネームのふるま

い方、前後するフォネームの関係のし方の変化を音挿入、音消失、音融合、音分

割などのタイプにわけることができる。これらの現象は、ごくかぎられた少数の

単語におきることもあるし、条件をおなじくする音環境のアロフォンにおきるこ

ともある。

音融合とは、前後に連続する 2個のフォネームが 1個のフォネームに融合する

現象である。音消失とは、連続するフォネームの 1個が消失する現象である。消

失するフォネームの単語内での位置によって語頭音消失、語中音消失、語末音消

失がある。音分割とは、 1個のフォネームが 2個のことなるフォネームに分割さ

れる現象である。音挿入とは、連続する 2個のフォネームの中間に別のフォネー

ムが発生して挿入されたり、あるフォネームの前に、すなわち単語の語頭に別の

フォネームが挿入されたり、あるいは、あるフォネームの後ろに、すなわち語末

に別のフォネームが挿入されたりする現象である。挿入されるフォネームの位置

によって語頭音挿入、語中音挿入、語末音挿入がある。

音融合、音消失、音分割、音挿入によって、それまでは存在しなかったあらた

なフォネームが生成されることもあるし、既存のフォネームの数が減ずることも

ある。既存のフォネームがあらたな音節形成能力を付与されて、音韻体系の再編

がおこなわれることもある。特定の音環境のアロフォンに限定された変化があら

たな韻質をもったフォネームの生成とむすびつかず、フォネームの数の増減や音

韻体系の再編がおこなわれないぱあいもある。

5.音韻体系の再絹

既存のフォネームとの paradigmaticな対立のなかにある特定のフォネームが

その韻質に変更が生じて音韻変化すると、音韻体系の再編がおこなわれる。それ

までには存在しなかったあらたなフォネームが発生することもあるし、既存のフ

ォネームのひとつがなくなってフォネームの数が減ずることもあるし、フォネー

ムの数の増減にはむすびつかないこともある。音韻変化が当該フォネームのすべ
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てのアロフォンにおきることもあるし、特定の音環境のアロフォンにかぎってお

きることもある。 f統合J、『分裂j、『わりこみj、「置き換えJ、『ずれJのいつつの

再編がおこなわれる吋。

統合

「
分裂

A 

仁」
わりこみ

仁三
置き換え

仁ユ
ずれ

仁己

B 

A 

B 

B 

B 

B 

C D E 

C D E 

C dlロヨ E 

C E 

C F E 

C D E 

「統合Jとは、あるフォネームの韻質に変更が生じて音韻変化し、既存の別の

フォネームとひとつになることをいう川。また、『分裂Jとは、特定のフォネーム

を構成する一部のアロフォンに変更が生じて音韻変化し、あらたにフォネームが

生成されて、ふたつのフォネームに分かれることをいう旬。 fわりこみJとは、あ

勺借用語のうけいれにともなってそれまでは存在しなかったフォネームが発生する

こともある。これは音韻変化によらない音蹴体系の再編である。 rずれJr統合Jr分
裂JrわりこみJr置き換えj に『追加Jをもうける必要があるか検討したい。
川与那国語の*o>u、車e>iが母音変化の統合の代表的な例であり、宮古語大神島

方言における有戸破裂音の無声子音化九>p、*d>t、*g>kが琉球諸語における子

音変化の統合の代表的な例であろう。

d k I g 

t k 

吋沖縄島今帰仁方言などの奄美南部沖縄島北部語にみられる無声破裂音の喉頭音化

した子音と口頭音化しない子音への分裂が子音変化における分裂の代表的な例であ
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らたな韻質をもったフォネームが発生し、既存の母音体系、あるいは子音体系に

わりこんでくる現象をいう。『置き換えJとは、あるフォネームのすべてのアロフ

ォンの韻質に変更が生じて音韻変化し、性質のことなるフォネームにおきかわる

ことをいう吋。『ずれJとは、あるフォネームを構成する特定のアロフォンの韻質

に変更が生じて音韻変化した結果、ことなるフォネームとして分裂するが、その

とき既存の別のフォネームと統合されて母音体系、あるいは子音体系のわけなお

しがおこなわれることをいう。

統合は、フォネームの数が減ずるが、分裂とわりこみは、フォネームの数が増

加する。ずれは、既存のフォネームのアロフォンの一部に統合と分裂がおきるも

ので、フォネームの数の増減にはつながらない。置き換えは既存のフォネームの

すべてのアロフォンに変更が生じてあらたなフォネームに変化するが、フォネー

ムの数に増減はない。特定の下位方言にこれらいつつの再編のすべて、あるいは

一部がおきている。

6.与那国題の母音変化

与那国語の母音変化には、自立的変化も条件的変化もみられる。母音の自立的

変化の代表は、狭母音化である。奥舌半狭母音oの奥舌狭母音uへの変化や前舌

半狭母音eの前舌狭母音 iへの変化もみられる。狭母音化の要因、変化過程など

についてはかりまた (2009)、かりまた (2006)でくわしく論じたのでそちらを

参照いただきたい。事iと‘uに韻質の変化はみられないが、 *iと*uは、さまざま

な音環境で音消失し、与那国語の音韻的特徴をうみだす要因になっている。 *iと

*uの音消失も重要な自立的変化である。

6. 1.母音の自立的変化

与那国語の狭母音化には、 *o>u、*e>iがみられる。与那国語の狭母音化で特

ろう。

p b d k g 

分裂

I p' I p I b t' I t I d k' I k I g 
句北奄美語名瀕方言における摩掠音化による p>hが子音変化のおきかえの代表的

な例であろう。

仁仁三三
b d k g 

b t d k g 
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徴的なのは、二重母音ホau、市aoの同化によって発生した oも狭母音化して uに

変化していることである。これは与那国語以外の他の琉球諸語にはみられないも

のである。もうひとつの特徴は、先述したように、狭母音竹、・uの音消失である。

宮古諸語、八重山諾語にも吋、*uの音消失はみられるが、与那国語では宮古諸語、

八重山諸語以上にさまざまな音環境の吋、・uが音消失し、さまざまな音蹟変化を

おこしている。

6. 1. 1.奥舌半狭母音 oの奥舌狭母音uへの狭母音化/・o>u

*o>uは、結合する子音の韻質の如何にかかわらず語頭、語中、語尾いずれの

位置でも起きている。 *o>uは、つよい呼気流によって舌全体とそのもりあがり

の最高点が前寄りに移動した変化であり、それにともなって口のひらきの広狭も

変化している。狭母音化の結果、・。の既存の uへの統合がおきている。

hφu (穂)、 t'u'(人)、 ujant'u(鼠)、 ujagint'u(金持ち)、 tUI)(妻刀・自)、

hatt'u (鳩)、 mugu(婿)、 kui(声)、中uni(骨)、 t3imu(肝)、 butu(夫)、

burirul) (折れる)、 uja(親)、 umufi(表)、 uI)(鬼)、 sugu(底)、 suba(側)、

kugunutIi (九つ)、 midu(構)、 kudu(去年)、 turi(酉)、 tunai(隣)、 duru

(泥)、 duk'u(毒)、 budui(踊り)、 nunu(布)、 bunu(斧)、 mumu(腿)、

duru (夜)、 dumi(嫁)、 duku(横)、中山(帆・穂)、 φut3i(星)、 nsu(味

噌)、 diru(地炉)、 nnuI) (角)、 iju(魚)、

琉球諸語の二重母音*ao、*auは、一部に相互同化しなb、auを残しながら、相
互同化した九o、*auが長母音0:であらわれ、さらに0:が狭母音化してuに変化し

ている。 uは一部に長母音もみられるが、おおくは短母音であらわれていて、長

短の区別が失われたものとかんがえる。

su (隼)、 tUI)(通す)、 ubai(銀蝿・背蝿の意)、 φut'a (包丁)、 dUl)ut'i (門)、

du:suku (蝋燭)、 basu(首蕉)、 8udi(障子)、

6.1.2.前舌半狼母音 eの前舌狭母音 iへの狭母音化/・e>i

*e>iも、結合する子音の韻質の如何にかかわらず語頭、語中、語尾いずれの

位置でも起きている。南琉球諸語の全体でおきている*e>iには、北琉球諸語の

ような 1を経た形跡がみられない。 *e>iもつよい呼気流によって舌全体とその

もりあがりの最高点が前寄りに移動しているだけでなく、口のひらきの広狭も変

化している。狭母音化の結果、 *eの既存の iへの統合がおきている。
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rki'-ki {毛)、 "'ki'-ki(木)、川i.-ti{手)、 "'mi'-mi(目)I¥ni:--ρi (根)、

J1i {子)、吋i'-ci{鹿)、I)gi{赫)、明i(髭)、 tagi(竹)、 sagi{酒)、J1J1i

(船)、 dumi{嫁)、中uni{骨)、 kibuntsi(煙)、 til) (天)、 udi{腕)、 sudi

(袖)、 φudi{筆)、 ubUJ1i(大根)、 dimami(落花生)、 nabi(鍋)、 dubi(昨

夜)、 kui(声)、 mai(前)、 cira(へら)、 kadi(風)、 dil) (銭)、 aJi(汗)、

6.1.3.前舌狭母音 i/・i>i

本iに対応する与那国語の母音は iであり、事eから変化した iと統合している。

吋は、南琉球踏語において、とくに宮古諸語において狭母音化して舌先母音 1 に

変化しているか、舌先摩嬢音 sあるいは zに変化している。後者の音韻変化は、

母音の子音変化である。八重山諾語においても舌先母音に変化しているか、舌先

母音をもたない下位方言にあってもかつて舌先母音化したか、あるいは摩擦音化

した痕跡をのこして iあるいは uになっている。それに対して、与那国語のぱあ

い、 *iはiであらわれ、 $iが舌先母音化や摩擦音化した形跡はほとんどみられな

b、。

討u(魚)、 ija(父)、 irara(鎌)、 inu(犬)、 ai(藍)、 nai(地震)、 mai(稲)、

it3i (石)、 it3i(いつ)、 igut3i(いくつ)、 rci: (女除)、 ciru(ニンニク、蒜

に対応)、 rt3i:-t3i'(血)、I¥t3i(乳)、 t3ima(島)、 φutsi(星)、 utt3i(牛)、

but3i (節)、 miN(水)、 mil)(耳)、 midu(溝)、 dimami(落花生)、 ρi(荷)、

hai (針)、 nai(実・ *nariに対応)、 bunai(をなり)、 ndai(左)、 diru(地

炉)、J1idi(右)、

事eから変化してきた iと統合した i(< * i)は、韻質という点では変化してい

ないようにみえる*にしかし、竹が前舌狭母音であったという韻質によって、結

合する子音に破擦音化、破裂音化、摩掠音化、鼻音化などの自立的変化をひきお

こす重要な音環境をつくりだしていて、前後のフォネームにおおきな影響をあた

え、 *d3i>di、*pi>t3i、*ki>tsi、*-Ji>-t3iなどの子音変化や、ホri>i、・-gi

〉可、 *-mi>可のような子音の消失や母音の消失をおこしている。詳細は次節の

子音変化の項で詳述。

円石垣方言では勺が摩擦音 zに変化したあとに zはiにもどっているが、 idzu(魚)

のように後続の子音を摩擦音に変化させさらに破擦音化させていて、 i>zの変化が

あったことがわかる。しかし、与那国語のばあい、 iju(魚)、話a(父)、 irara(鎌)

であらわれ、 i>z(_'1)の変化があったかどうかは、不明であり、あるいは、 i>z

( .......1)の変化はなかった可能性もある。
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6.1.4.奥舌狭母音 u/・u>u
与那国語の*uに対応する母音はuであり、*0から変化したuと統合している。

utt3i (牛)、 ut'u(音)、 uta(歌)、 ui(上)、 nunu(布)、 nutji(主)、 inu

(犬)、 mutji(虫)、 mugu(婿)、 muN(麦)、 mura(村)、 φuju(冬)、中udi

(箪)、 duga(床)、t¥du:--du(湯)、 duru(夜)、 kubu(見布)、 ciru(ニン

ニク、蒜に対応)、 t3imugut'i (胸)、 du:suku(蝋燭)、

.0から変化してきた uと統合した u(く.u)は、韻質という点では変化して

いないようにみえる刊。しかし、 *uが奥舌狭母音であったという韻質によって、

摩擦音化、鼻音化などの自立的変化をひきおこす重要な音環境をつくりだしてい

て、前後のフォネームにおおきな影響をあたえている。

ctura (鞍)、中un(釘)、 φurusat・a(黒糖)、

l)kat3i (昔)、 nna(網)、 mmi(爪)、 mbut3i(膝)、 mmu(雲)、 mmul)(組

む)、JlJl均(九年母)、JlJli(船)、刀gui(宰丸)、

6.1.5.広母音 a/・a>a
広母音 aには韻質の変化がみられない。また、 aと結合する子音が aの韻質に

由来するような影響をうけた音韻変化もみられない。

t¥ha: (歯)、 rha'(葉)、 hana(花)、 hatt'u (崎)、 hai(蝿)、 hal) (足)、

t¥ka: (皮)、 kagal) (鏡)、 kadi(風)、 matt3i(松)、 mai(稲)、 basu(芭

蕉)、 bata(腹)、 tagi(竹)、 aβ(汗)、 ai(藍)、 nabi(鍋)、 nai(地震)、

nai (実)、 t3ira(顔)、 nuda(涙)、 mma(馬)、 t3Ima(島)、t¥da'(家)、

duda (枝・古)、 dimami(落花生)、 sagi(酒)、

6.1.6.狭母音化以外の母音の自立的変化

nuda (涙)、

句宮古島方言では語頭に単独であらわれる~、ホg、%、寧k、*pと結合した*uが

摩擦音化して vに変化し、先行の*g、句、 *k、*pを摩擦音化させて v、fに摩擦音

化したり、後続の rをv、fに変化させているが、与那国語には同様の現象はみられ

ないようである。もうすこし語例をふやして検討したい。
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6.1.7.母音の消失

語頭、語中の狭母音の*i、*uの音消失がみられる。音消失にともなって、ある

いは膏消失とともに、破裂音、破擦音の鼻音化がおきているし、母音と結合した

無声破裂音、無声摩擦音の音節の消失があって、後続音節の子音の喉頭音化を引

きおこしている。

6. 1. 7. 1.踊末音消失
語末の母音*i、*uが消失し、先行子音の・m、*0、*dz、*gが鼻音化している。

mil) (耳)、 tzal)(嵐)、 kagal)(鏡)、 di司(銭)、 mil)(水)、 tUI)(妻・刀自)、

mUI) (麦)、中UI)(釘)、 UI)(扇)、 hal) (足)、 karal) (髪)、

6. 1. 7. 2.館中音消失

語中の母音*i、傘uが消失し、 *pi、‘pU、吐i、*ku、車tsu、*si、*SUが鼻音

イヒしている。

ndai (左)、I)gi(髭)、J1J1i(船)、I)gui(皐丸)、 OOU(昨日)、 mmu(雲)、

mmul) (組む)、J1J1il) (九年母)、 nna(綱)、 mmi(爪)、 mbut3i(膝)、 mbi

(尻)、 mba(暦)、 ndai(簾)、 mbai(小便)、 nnirul) (死ぬ)、 mburu(ユ

ウガオ)、

nsu (味噌)、I)kat3i(昔)、 ndu(構)、司gaoa(苦莱)、

tzal) (抵)、川，a' (舌)、

語中の母音吋、 *uの消失とともに、先行子音*p、*k、・旬、 *sも消失してい

る。それと連動して第二音節目の無声破裂音句、 *k、町sが喉頭音化している。

喉頭音化した t'、k'、tzの発生は、刊、 *k、・tsから喉頭音化したど、 k'、tzと

喉頭音化しない t、k、tsへの分裂である。

ふ〈

t'u (人)、 t'u:tJi (一つ)、 t'ui(一人)、 k'u(肺)、ピa(蓋)、 k'uru(袋)、

t'a:tJi (二つ)、 t'ai(額)、ピi(口)、 t'ibuJ1i (口)、 tza(草)、 tzu(糞)、 k'

umuN (包む)、 k'uju(月、員後に対応)、ピi(月)、 k'imunu(漬物)、 t'a(舌)、

6.2.母音の同化

6.2.1.歯茎庫按昔、歯茎破様音と母音の同化
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歯茎摩擦音s、破擁音旬、dzと結合した奥舌狭母音・uは、iであらわれている。

奥舌から前舌への変化であり、それにともなって、先行子音が口蓋音化している。

*uもiも狭母音なので、この音韻変化は狭母音化とはいえない。市u>iの変化が

歯茎摩擦音 s、破擦音 tsと結合するばあいに限定されるので、 s、tsの影響をう

けた変化であり、同化のひとつではないかとかんがえる。

*su>t3i 

t3it3i (煤)、 "t3i:(巣)、 t3idiri(硯)、 ut3i(臼)、

*tsu>t3i 

t3ira (顔)、 matt3i(松)、I"'t3i.(釣り針)、 it3i(いつ)、 igut3i(~、くつ)、

取(d)zu> d3i > di 

kidi (傷)、 t3idiri(硯)、

6.2. 1. 1.母音の同化/.音化

語頭に単独であらわれる母音が後続する鼻音 m、nの影響によって鼻音化して

いる。後続の鼻音の逆行同化であろう。後続の鼻音 m、nの調音方法(鼻音性)

と調音点(両唇、歯茎)の移動とが語頭の母音に付与されておきた変化であろう。

*uma>uma>mma、‘ini> ini > nni 

mma {馬)、J1J1i(玄米・稲に対応)、 ndibul) (出ている)、

6.2.1.2.二重母音の同化・au>o>u、・ao>o>u

与那国語は、 e>i、o>uの狭母音化、 ao>o>u、au>o>uの母音同化と狭母

音化、ae>ai、ai>aiなどの非同化の結果、完全な 3母音体系に移行した方言で、

琉球諸語のなかで、そして、日本語緒方言のなかで母音の数のもっともすくない

方言である。

su (竿)、 bu(棒)、 tu(唐)、 ul)(扇)、 kudi(麹)、中ut'a (包丁)、 φutt'i

(帯)、 dUl)ut'i(門)、 du:suku(蝋燭)、 basu(芭蕉)、 sudi(障子)、 guja

(苦瓜)、 tubu(豆腐)、

6.2.1.3.二重母音の非同化・ai>ai、.ae>ai、・ue>ui

hai (縄)、 ui(上)、 ai(藍)、 nai(地震)、 mai(稲)、

6.3.母音の狭母音化と同化

与那国語の母音は、狭母音化と同化によって以下の変化がおきている。
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( 1 )狭母音化によって%と *iが統合。

( 2)狭母音化によって~と *uが統合。

( 3)事uが歯茎摩擦音 s、歯茎破擦音旬、 dzとの同化によって勺に変化し、本

uの一部に分けなおしがおこなわれて吋に統合(ずれ)。

(4) *au、*aoが同化によって融合しoに変化したが、狭母音化によって*u

と統合。

(5) *aeのeは狭母音化して iに変化したが、 *aiとともに同化せず二重母

音のまま。

( 6) 1音節語の母膏はなが母音であらわれるものもあるが、みじか母音であ

らわれることもある。

( 7) * au、*aoが同化によってできた uもみじか母音であらわれる。

与那国語の感動調や対応語形の不明な単語に e、oがあらわれるが、与那国語

の母音体系は、狭母音化と同化による音韻変化の結果、母音の統合とずれのフォ

ネームの分けなおしがおこなわれて、 3母音体系になったとかんがえる。原則と

して母音の長短の対立もなかったとかんがえる。

a 4 
7.与那国屈の子音変化

与那国語では語頭の無声子音に後続する~が無声音化し、さらに後続の無声破

裂音を喉頭音化させた後に消失した結果、語頭に喉頭音化した無声破裂音が生じ

ている。

7.1.子音の自立的変化

与郡国語にみられる子音の自立的変化には、破裂音化 (*w>h、*j>d、*dz>

d、彩色f>t)、破擦音化(叩i>tsi、リi>tji、叩>tsi、事su>tsi)、摩擦音化いp

>h、*k>h)、鼻音化、有声子音化がみられる。

7. 1. 1.破裂音化

与那国語の破裂音化には、接近音の破裂音化(・w>h、*j>d)と破掠音の破裂

音化けdz>d、事tf>t) とがある。
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7.1.1.1.両唇犠近音の破裂音化/・w>b

南琉球諾語では‘w>bの変化がおきているが、両暦接近音wの調音的な特質は

奥舌狭母音uと共通で、 uが後続する母音と結合して音節をひらく位置にたち、

音節副音として子音として機能しているとみることができる。 wの空気力学的な

特徴も uとおなじとみることができる。すなわち、 uとwは声道がせまく、音響

管としての効率のわるさから、広母音とおなじ程度のきこえを保証するためには、

よりつよめの呼気をもって発音されなければならない。もし つよい呼気を特徴

とする南琉球諸語にあって、せまい声道をつよい呼気がながれ、両唇で銅音され

るwがつよい呼気に対抗する唇の『ふんばり jによって緊張が増して摩擦がつよ

くなれば、接近音wから摩擦音 8をへて、破裂音bに変化したとかんがえられる

のである。

bata (腹)、 butu(夫)、 buriruN(折れる)、 bunai(をなり)、 bigi(ゑけり)、

karabada (軽業)、

語頭の・w は破裂音化して bに変化しているが、いくつかの例外をのぞいて語

中での・w>bはみられな"'0古代日本語の語中の事wは、現代語では aと結合す
る事wーをのぞいて失われているが、南琉球諾語をふくむ琉球諸語全体で語中の*

-wーを失っている。琉球諾語のばあい、 aと結合する-wーも消失している。

a......a: (泡)、 tara(俵)、 ai(藍)、 nai(地震)、 su(竿)、 u:bai(銀蝿・青

蝿)、 mju:tu(夫婦)、

日本語では語中母音聞のにpーがーφーを経て、 -w-Iこ変化したい、わゆるハ行転

呼音)が、その-wーもワ行子音の wと統合され、やはり、 aと結合するぱあいを

のぞき、現代語では消えている。琉球諾諾でも、同様の変化 (*-pー>ーφー>-w-)

がおこったとみられ、ワ行子音の wとおなじく語中の-pーのほとんどが音消失し

ている。南琉球諸語の*w>bの変化は、語中 wの消失のあとにひきおこされたあ

たらしい変化であるとかんがえられる。

7. 1. 1. 2.歯茎蜂近音の破裂音化/・j>d

与那国語では歯茎接近音‘jが破裂音化して dに変化し、既存の dと統合してい

る。 *ju>du、*ja>da、*jo>duは、母音の如何をとわない変化であるが、語頭

にかぎられており、語中のjは破裂音化していない。 dakkaJ) (薬缶)などの漢語

や複合語の後要素 hadasai(紫野菜)でも破裂音化がみられる。
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da: (家)、 dama(山)、 damul)(痛む)、 damafu(大和)、 dumi (嫁)、 duru

(夜)、 duda(枝)、 duga(四日)、 dudai(誕)、 dutti(斧・ヨキ)、 dugul)

(憩う)、 du:(湯)、 dumul)(読む・数える)、 dwai(祝b、)、 dakkalJ(薬缶)、

hadasai (葉野菜)、

複合語の後要素をのぞく、語中の jは dに変化していない。後述するように*

d3の破裂音化は籍中でもおきているので、語中のjは摩棟音化しなかったのであ

る。

uja (親)、 maju(眉)、 ujuhi(指)、 iju(魚)、 ujantu(鼠)、 aja(蟻)、 kuhuja

(編揺)、 dudaja(ナメクジ)、 guja(苦瓜)、 ma:ju(猫)、句iju(露)、

*j>dは、 *w>hとはことなり、与那国語でしかおきていないし、与那国語で

も呼気のつよまりによる狭母音化と並行して、歯茎接近音勺が摩掠音化して 3に

なったとかんがえる。有声の歯茎摩損音 3と歯茎破擦音 d3の音韻的対立のない

与那国語にあって、語頭の歯茎摩僚音 3は歯茎破擦音むと統合されたのであろ

う。与那国語は、後述するように歯茎破擦音 d3の破裂音 dへの自立的変化がお

きていて、統合したむが破裂音化したのであろう。

与那国語では半母音jをdに変化させているが、この変化が勺>3>d3>dとい

う過程を経ているとするなら、与那国語でもつよい呼気流が語頭の jを摩擦音化

させたであろう。また、他の南琉球諾語とおなじように w>hの変化もみせてい

るので、与那国語の呼気がかつてつよかったのであろう。

7. 1. 1. 3.有声歯聾破娘音の破裂音化/・dz>d

有声の歯茎破擦音の破裂音化事dz>dが語頭でも語中でもみられる。母音の*i、

*e、本o、%と結合した子音は破裂音化しているが、 *uと結合した dzの破裂音

化した例は確認できていない。

dimami (落花生)、 diru(囲炉裏)、 çi~βdi (未)、 sudi(陣子)、 nsudiru(味

噌汁)、 kudi(麹)、 dil) (銭)、 kadi(風)、 kidi(傷)、 du:(門)、 dUl)ut'i 

(門)、 midu(f揖)、 kudu(去年)、 du!(尾)、 karahada(軽業)、 kada(匂

い)、 kadal) (蚊)、

7.1.1.4.有声奥舌軟口蓋破裂音の歯茎破裂音化/・gi>di
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用例がすくないので、断言はできないが、 *gi>diの変化がおきている刊。

diba (智)、 ρidi(右)、

7. 1. 1.5.有声両唇破裂音の歯茎破裂音化/・bi>di
用例がすくないので、断言はできないが、 *bi>diの変化がおきている。

di: (蘭草)、

7.1.1.6.無声歯聾破擁音の破裂音化/吋J>t

無声の歯茎破僚音の破裂音化*tf>tが語中でみられる。

t'i (口)、 itigu(従兄弟)、 ujantu(鼠)、 φut'a (包丁)、 t3imugut'i (胸)、

dUI)ut' i (門)、

7.1.1.7.無声歯茎摩擦音の破裂音化/・ji>ti

語中の無声の歯茎摩擦音の破裂音化掌ji>tiがみられる。語頭、および語中で破

擦音が破裂音化した語例がおおいので、摩擦音すが破僚音化して既存の破擦音と

統合したあとに、破裂音化したものと解される。語例がすくなく、なお検討を要

する。

tut'i (年)、

7. 1. 1.8.無声奥舌軟口蓋破裂音の歯聾破裂音化/・ki>凶

無声の奥舌軟口蓋破裂音の歯茎破裂音化*k>tが籍中でみられる。調音点の移

動だけの変化にみえるが、語頭の*ki>t3iとあわせて考察すると、*ki> t3iの変

化が先にあり、そのあとで t3>tがおきたのであろう。*tf:が語頭で維持され、語

中では破裂音化事tf>tする変化と連動する変化であり、*kiから変化した t3iが

語頭と語中で統合し、語中の*tf:が tに変化したのであろう。

句 kudi su司(漕いでくる)、 kuditi(漕いで)、 kudital) (補いだ)、 kudjal) (漕

いだ)のように語尾に iを有する g語幹動調の活用形でも同様の*gi>diの変化が起

きている可能性がある。いっぽう、 ambiti(遊んで)、 ambiku (遊んで来L、)のよ

うにb語幹動詞の活用形では・bi>diはおきていないようにみえる。語例を増やして

検討したい。
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sati (先)、 tuti(時)、 iti(息)、 itimut3i(生物)、 dutti(斧・ヨキ)、中utt'i

(帯)、

7.1.2.破擦音化

与那国語の破掠音化には、無声破裂音の破擦音化事ki>tJi、リi>ザ1と無声摩擦

音の破擦音化叩>t3i、.su>t3iとがある。なお、前節でのベた破裂音化のおお

くも破擦音化をへたのちに破裂音化したと解されるものがおおい。

7. 1. 2. 1.歯茎摩擦音の歯茎破線音化/・ft>t3i..・BU>t3i

無声の歯茎摩擦音の歯茎破擦音化が語頭でも語中でもみられる。

t3ima (島)、 t3it3i(肉)、 t3iru(汁)、 utt3i(牛)、 but3i(節)、中ut3i(星)、

nutft (主)、 mutji(虫)、 kibunt3i(煙)、

t3i: (巣)、句it3i(煤)、 t3iJ1i(腔)、句inal)(砂)、 ut3i(臼)、 t3idiri(硯)、

tzal) (乳)、 tzu(白)、 tzuiru(白色)、 tsa(下)、

7. 1. 2. 2.奥舌軟口蓋破裂音の歯茎破娘音化/・ki>t3i

奥舌軟口蓋破裂音の破擦音化*k>t3は、語頭でのみみられ、しかも結合する母

音が iの時に限定されている。語中の*kiは、先述したように破僚音化して t3に

変化したのちに破裂音 tに変化している。 tZUI) (切る)などは、 *kir>ksr>tzr 

>tzs>tzのような破擦音化のあとに進行同化と音消失がおこったものとかんが

える。

t3imu (肝)、 t3imugut'i (胸)、 t3iri(霧)、 t3itul) (切り倒す)、

tzul) (切る)、 tzanul) (切らない)、

7.1.2.3.両唇破裂音の歯茎破娘音化/・pi>t3i

両唇破裂音‘piの歯茎破擦音への変化は語頭でのみみられる。語中の*piはハ

行転呼音によって消失していたために、そのような変化はおきなかったのである。

tzuma (昼間・正午)は、可ir>psr > tzr > tzs > tzのような破擦音化のあとに進

行同化と音消失がおこったものとかんがえる。

句i:(火)、 t3i:(日)、 t3i:(樋)、 t3il)al)(彼岸)、 t3irul)(干る・潮がひく)、

t3irumal) (珍しb、)、 tzuma(昼間)、
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破擦音化と破裂音化

勺>dは、先述したように摩椋音化を経た子音変化勺>3>d3>dである。 *tf
>tと本d3>dだけでなく、勺>dは、もちろん、 *bi>d3i >di、ホgi>d3i>di、*

ki>t3i>ti、*pi> t3i、本Ji> t3iなどをふくめて破擦音化、破裂音化を検討する。

語頭 語中

破掠音化 破裂音化 破擦音化 破裂音化

*dz 

ー-----
*dz>d -----*dz>d 車j (リ>d3) d3>d 

取bi 一一 *bi>di 一一 *bi>di 

事gi 一 *gi>di 一一 一
場ザ t3 一一 -------*tf>t 本ki *ki>t3i 一一 (*ki>t3i) 本ki>ti

*pi 事pi>t3i 一一 一一 一一
*Ji * Ji >tsi 一 * Ji >t3i 車β>ti

有声の歯茎破擦音の破裂音化*d3>dと無声の歯茎破線音の破裂音化・tf>tの
ちがいI:J:，・ds>dが語頭でも語中でもおきているのに対して、 *tf>tが語中で

しかおきていないことである。

吐i>tsiは、北琉球諸語にみられる吐の後続母音勺による口蓋音化と破擦音

化に似るが、南琉球諸語では、 *iに結合する子音は口蓋音化していない。宮古島

保良方言などにみられる*ki>ks>tsと類似の破擦音化がおきたのではないだろ

うか。掌pi>tsiのばあい、ヤiには破掠音化をひきおこす要素をみつけにくく、*

pi>t3Iも*pi>pS>t3のような破擦音化がおきたとかんがえる。

本bi>di、市gi>diは、調音点の移動だけの子音変化にみえる。しかしおそらく

は、 *ki>ks>t品、本-ki > -ks > -tsi >・ti、リi>ps>匂との並行的におきた子音変

化であろう。すなわち、牟bi>bz>d3>di、*gi>gz>dz>diのような変化過程を

経た子音変化である。

*bi>di、可i>di、*ki>t3i>ti、・pi>PS>t3iの子音変化が iと結合するばあ

いに限定されていることも、破擦音化をかんがえる重要な手がかりである。

有声と無声とにかかわらず、語中破擁音の破裂音化がみられるのに、市ρ>t3i

のぱあい、語中でも破裂音化がみられないのは、 *pi>PS>t3i、*ki>tsi>tiの

破擦音化とは子音変化の時期がずれ、tsiへの統合がおくれたからではなし、かとか

んがえる。もちろん、別の要因も検討してみる必要があるだろう。
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7.1.3.庫銀音化

与那国語の摩擦音化には、破裂音の摩擦音化行p>h、事k>h) と破掠音の摩

擦音化(刊8>8)がある。

7. 1. 3. 1.両唇破裂音の声門摩織音化、>h

与那国語では語頭の無声破裂音 pがすべて hであらわれる。ただし、 uと結合

するときはφであらわれ、 iと結合するときはcであらわれる。 φとcはhのア
ロフォンである。

haJ1i (羽)、 hana(鼻)、 hana(花)、 hada(肌)、 hatu(鳩)、 hatagi(畑)、

hadaga (裸)、 haIJi(禿)、 hai(蝿)、 ha(歯)、 haIJ(足)、

φuJ1i (骨)、 φ1.JtJi(星)、中u:(穂)、 φu:(帆)、中uga:(外)、中引'i(帯)、

中1.Jt・a(包丁)、中uda件υ、中udi(箪)、 φuju(冬)、
ci (鹿)、 cira(箆)、 ci.t'u(海豚)、 ciru(蒜)、 ciIJ(髭)、 citJidi(来)、

7. 1. 3. 2.奥舌軟口蓋破裂音の声門摩嬢昔化・k>h

奥舌軟口蓋破裂音の声門摩掠音化は、 uと結合した*kuのぱあいに限られてい

る。これは他の南琉球諸語にみられるものと同じものである。

φura (鞍)、 φuIJ(釘)、 φuru(黒)、中urusat'a(黒糖)、

語頭の事kuが音消失しているが、 tsa(下)、 "t'a. (舌)、 tzu(白)、 tzaIJ(乳)

などとおなじく、語頭の*kuに無声子音が後続する音環境において、本kuが摩擦

音化したあとに音消失したのではないかとかんがえる。

t'i (口)、 t'ibuni(口)、 tza(草)、 tzu(糞)、 tzuri(薬)、

7. 1. 3. 3.歯茎破娘音*tJの歯茎庫掠音化*tJ>s

歯茎破擦音ホtJの摩擦音 sへの変化がみられる。語例は、・漢語の借用語の例で

しか確認できていない。いずれも口蓋音化した*tJである。

sa (茶)、 sabaIJ(茶碗)、

7.1.4.血管化
与那国語の自立的変化による鼻音化には有声の奥舌軟口蓋破裂音の鼻音化*ga

>明、*gu> IJU、取ge>IJi、なO>IJuがある。そのほかに、それぞれの語例はす
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くないが、本pi、噂pU、‘ki、市ku、*tsu、事suの音節の母音消失と子音の鼻音化

がみられる。

7.1.4. 1.奥舌軟口聾破裂音の奥舌軟口蓋算音化
奥舌軟口蓋破裂音の奥舌軟口蓋鼻音への変化は、複合語の後要素でもおきてい

る。

aI)ai (東)、 kUI)aJ1i(黄金)、 a刀i(陸)、 ta:別(担楠)、 danaI)uti(悪口)、

dUI)ut' i (門)、 t3imuI)ut'i (胸)、 dUI)abu(世果報)、

7. 1. 4. 2.鼻音化
語頭の*pi、*pu、なi、*ku、*tsu、九uの母音消失と無声の破裂音、破僚音、

摩僚音の鼻音化がみられる。

リiの音消失と破裂音の鼻音化

I)gi (髭)、 ndai(左)、

*puの音消失と破裂音の鼻音化

J1J1i (船)、 nnai(船酔い)、。gui(宰丸)、

吐iの音消失と破裂音の鼻音化

nnu (昨日)、

*kuの音消失と破裂音の鼻音化

mmu (雲)、 mmuI) (組む)、J1J1iI) (九年母)、

吋suの音消失と破擦音の鼻音化

nna (網)、 nnuI) (角)、 mmi(爪)、 nnuI) (鼓・太鼓)、 mbut3i(膝)、

mbi (尻)、

*suの音消失と破擦音の鼻音化

ndai (簾)、 mba(唇)、 mbai(小便)、

語末の*gi、*dzu、*dziの母音消失と有声の破裂音、破擦音の鼻音化がみられ

る。

*giの音消失と破裂音の鼻音化

haI) (足)、 mUI) (麦)、中uI) (釘)、 uI) (扇)、 kubauI) (クパ扇)、 φuguI)

(フクギ)、

*dzuの音消失と破擦音の鼻音化

miI) (水)、 karaI) (髪)、
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*dziの音消失と破擦音の鼻音化

tUI) (妻)、

7.1.5.有声子音化

無声子音の有声子音化は、 *k>g、‘p>bがみられる。いずれも語中での変化

であり、語頭ではみられない。

7.1.5.1.有声子音化/官>g
taga (鷹)、 hadaga(裸)、 tagi(竹)、 sagi(酒)、 hatagi(畑)、 bigi(ゑけ

り)、

mugu (婿)、 sugu(底)、 tagu(蛸)、 kugunutfi(九つ)、 itigu(従兄弟)、

igutsi (~、くつ)、 çagu (百)、中ugul) (フクギ)、

7. 1. 5. 2.有声子音化/・p>b

無声両層破裂音の有声子音化*p>bは、語中のみでみられる。語頭のリは摩擦

音化し、諦中の事pは摩擦音化と有声子音化し、さらに弱化して消失している。し

たがって、 *p>bは、語頭*pの摩擦音化と語中*pの音消失がおきたのちに借用

された単語におきた変化であろう。

ubuJ1i (大板)、 dUl)abu(世果報)、 tubu(豆腐)、 diba(智)、

7.1.6.喉頭音化

与那国語の喉頭音化は、語頭音節の脱搭による第二音節目の無声破裂音の喉頭

音化と摩僚音の破僚音化にともなう喉頭音化とがある。前者の脱落する語頭音節

の母音は狭母音*i、本uで、結合する子音は句、噌k、*旬、率sである。前者は、

北琉球諸語にもみられるものだが、北琉球諸語の喉頭音化にくらべて与那国語の

それは、語例もおおいし、音消失する音節の種類もおおい。

後者の喉頭音化は、与那国語に特徴的なもので、他の琉球諸語にはみられない

ものである。いっぽう、与那国語の喉頭音化には、語頭の母音音節の音消失にと

もなう鼻音、接近音、流音の喉頭音化はみられない。また、狭母音化にともなっ

て発生した無声破裂音、無声破掠音の喉頭音化もみられないし、喉頭破裂音の発

生もみられない。

7. 1.6. 1.語頭音節の音消失にともなう噸頭音化
ホpu、事pi、*ku、*ki、事tsu、*si、ホsuに無声破裂音、無声破掠音が後続する

音環境で狭母音勺、ホuが無声音化し、弱化することによって語頭音節が消失して、
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第 2音節目の無声破裂音が喉頭音化してあらわれる。喉頭音化しない無声破裂音

t、kと喉頭音化した無声破裂音t'， k・へのフォネームの分離がおこなわれる。

*puの音消失にともなう喉頭音化

ふ〈

k・u(肺)、ピa(蓋)、 k・uru(袋)、 t・a:tJi(二つ)、 t'ai(額)、

*piの音消失にともなう喉頭音化

t'u (人)、ピu:tji (一つ)、 t'ui(一人)、 tzuma(昼間・正午)、

吋suの音消失にともなう喉頭音化

k'a (柄)、 k'uju(月、月夜に対応)、t'i(月)、 k・imunu(漬物)、

*kuの音消失にともなう喉頭音化

t'i (口)、 t'ibuni(口)、 tza(草)、 tzu(糞)、 tzuri(薬)、

*kiの音消失にともなう喉頭音化

tzul) (切る)、 tzanul) (切らない)、

* siの音消失にともなう喉頭音化
t'ara (下方)、ピa(舌)、 tzal)(抵)、 tzu(白)、 tzai(白アリ)、 tzuiru(白

色)、

取suの膏消失にともなう喉頭音化

t・umit・i(朝)、

なお、語中では音消失にかかわらない破裂音も喉頭音化してあらわれる。おそ

らく、語中では喉頭/非喉頭の対立はないのではないかとかんがえる。

7. 1. 6. 2.摩娘音の破擦音化にともなう喉頭音化

無声摩擦音 sが破擦音化するとき、喉頭音化した歯茎破擦音であらわれる。な

お、既存の破僚音 t3iのうち語中の t3は破裂音化しているが、語頭の t3は破擦

音のままで、喉頭音化してあらわれる傾向がある。喉頭音化しない無声般擦音と

の音韻的対立の有無については未確認である。

t3ima (島)、 t3it3i(肉)、 t3iru(汁)、 uttsi(牛)、 but3i(節)、中ut3i(星)、

nutji (主)、 mutji(虫)、 kibunt3i(煙)、

t3i: (巣)、 t3it3i(煤)、 t3iJ1i(腔)、 t3inaIJ(砂)、 ut3i(臼)、 t3idiri(硯)、

7.2. s音消失

与那国語に特徴的にみられる現象として、 s語幹動詞の語幹末子音 sの音消失
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がみられる。このばあい、子音 sだけでなく結合する母音 a、uの消失、すなわ

ち、sをふくむ音節回、SUの消失もみられる。名詞のばあい、kasa(笠)、aJi(汗)、

nsu (味噌)のように語中 sの音消失はみられない。 s語幹助詞に限定される要因

は未確認である。

utUI) (落とす)、 nda功(出す)、 ndana(出すな)、 tura功(取らす・やる)、

utanu刀(落とさない)、 ndanul)-ndanu(出さない)、 turanul)(取らさなし、)、

utui (落とせ)、 ndai(出せ)、 turai(取らせ)、

いっぽう、次の活用形にはjiがみられる。結合する母音のちがいによるのか、

活用形の語構成が特殊なのか、未確認である。語例をふやして確認したい。

utuJal) (落とした)、 utujiti(落として)、 utuJi turai (落としてくれ)、 ndaji

ku: (出して来い)、 ndaji nnini (出してみろ)、

7.3.音婦人

語例はすくないが、語末の音挿入と語中の音挿入がみられる。

7.3. 1.語末音挿入

与那国語には名詞のばあい、語末音挿入の語例は2例しか確認できていないが、

否定動詞に語末音挿入がみられる。 nu>nul)のような鼻母音の音分割がおきたも

のではなb、かとかんがえる。

nnul) (角)、 tidal)(太陽)、 tubanul)(飛ばない)、 kUl)anul)-kUl)anu (漕

がなし、)、 kunul)-kunu (来ない)、 uriranul)(降りない)、

7.3.2.館中音栂入

dUl)l)u (道具)、 kibunt3i(煙)、

(かりまた・しげひさ 琉球大学法文学部)
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